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第 1 群：基礎看護  13：10～13：50            第 1 会場（207 講義室） 

座長 三浦 奈都子(岩手県立大学) 

1．黄疸に伴う掻痒感に対するにがりローション止痒効果の検証 

 〇前田瑞貴，小倉睦美（岩手県立久慈病院） 

2．汚染創部の皮膚洗浄剤を用いた洗浄に関する実験的研究 

 〇斉藤絢（東京慈恵会医科大学附属第三病院），及川正広，武田利明（岩手県立大学） 

3．栄養状態を加味してのウサギ耳介を用いたズレによる血流動態と皮膚の変化に 

関する研究 

〇湯澤卓哉（武蔵野赤十字病院），及川正広，武田利明（岩手県立大学） 

4．高流量式酸素システムを用いた乳幼児への有効な酸素投与の検討 

～吹き流しに酸素マスクを使用して～ 

 〇高橋繭子，菅原小百合，小岩千恵，鈴木千代（岩手県立磐井病院） 

 

第 2 群：高齢者看護  13：10～13：50           第 2 会場（206 講義室） 

座長 下長根 久美子(岩手県立中央病院) 

5．高齢者と家族の退院調整・支援の現状と看護師の役割 

 〇佐藤淳子（岩手県立大学大学院看護学研究科），千田睦美，藤澤由香（岩手県立大学） 

6．在宅認知症高齢者に対して家族の主介護者が抱く感情 

―現在介護をしている主介護者に焦点をあてて― 

〇福島志穂（盛岡赤十字病院），渡辺幸枝（岩手県立大学） 

7．大学生の認知症高齢者に対する認識―A 大学の実態調査から― 

〇前川由実子（盛岡赤十字病院），平野昭彦（岩手県立大学） 

8．老老介護における主介護者の介護負担感とその要因 

 〇佐藤加奈子（盛岡赤十字病院），平野昭彦（岩手県立大学） 

 

第 3 群：業務改善・実践報告  13：10～13：50      第 3 会場（205 講義室） 

座長 山崎 郁子(岩手医科大学附属病院) 

9．前立腺全摘術後の尿失禁に対する生活指導の充実 

～改訂パンフレットを用いた個別指導の効果～ 

 〇菊池みずえ（岩手県立中央病院） 

10. 新看護方式 PNS（パートナーシップ・ナーシング・システム）®導入の効果 

 〇武田知子，箱石恵子（岩手県立宮古病院） 

11．四肢麻痺となった患者の障害受容～自立へ向けた看護援助～ 

 〇津澤由佳里，遠藤直子，鈴木由美子，長岡友美（岩手医科大学附属病院） 

12．母親学級指導案の見直し 

－担当助産師・参加妊婦を対象としたアンケートの振り返りから－ 

 〇横瀬有紀（盛岡赤十字病院） 



 

 

第 4 群：救急看護・糖尿病看護  14：00～14：40            第 1 会場（207 講義室） 

座長 木下 香代子(盛岡赤十字病院) 

13．救急医療に従事するプリセプターの指導的役割が自律性形成に与える影響 

 〇豊岡沙月，近藤郁子，松島香苗，岩谷涼子，高橋智恵子，佐藤奈美枝，井上和子 

（岩手医科大学附属病院 高度救命救急センター） 

14．一次・二次救急外来における院内トリアージを行っている看護師への意識調査 

 〇高柳明子（盛岡赤十字病院） 

15．大学生がもつ糖尿病のイメージ 

 〇川原美佳（東京大学医学部附属病院），安藤里恵，土屋陽子(岩手県立大学) 

16．糖尿病教育入院患者が治療を中断する理由について 

「入退院を繰り返す患者の事例から見えたこと」 

 〇鈴木優子，及川富士子，千田悦子，小野寺晴美（奥州市総合水沢病院） 

 

第 5 群：調査研究  14：00～14：50            第 2 会場（206 講義室） 

座長 齋藤 貴子(日本赤十字秋田看護大学) 

17．在宅移行期に病院との連携を強化するための訪問看護師の認識 

 〇平裕美（岩手県立二戸病院），工藤朋子（岩手県立大学） 

18．入院となった脳神経疾患患者の家族の不安や思い 

 〇内田菜月，横浜優子（盛岡市立病院） 

19．乳がん患者の配偶者の心理面の経時的変化 －気分と自尊感情状態の調査から－ 

 〇菅原よしえ（宮城大学看護学部），森一恵（愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻） 

20．岩手県内の看護職を対象とした「ELNEC-J CQ」による ELNEC-J 研修の評価 

 ○及川紳代，工藤朋子(岩手県立大学)，伊藤奈央 (岩手県立中央病院)， 

竹内可愛(岩手医科大学附属病院)，横浜優子(盛岡市立病院)， 

小澤尚子(岩手県立大学) 

21．研究成果活用の阻害要因の軽減に有効な院内研修は何か 

 〇遠藤良仁，伊藤收（岩手県立大学） 

 

 


